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あった資料類の中から出てきたもので、1999 年に出版された S. グラープナー /H. レー





















ツに関する貴重な記録になっているといえる。1953 年 6 月に起こった労働者の反乱
や 1961 年 8 月のベルリンの壁建設のように東ドイツの通史ならば必ず触れられてい
る出来事は、たしかに今日では周知の事柄として知識としては共有されている。もち




ルリンの壁崩壊直前の 1989 年秋に初めて 1953 年 6 月 17 日の出来事を聞いたと証言
しているのは（Eisel 7）、その結果にほかならない。けれども、東ドイツが消滅して








































　最初にテューリンゲンに西から侵攻したのはアメリカ軍であり、3 月末から 4 月 16
日までに全域を制圧した。ヤルタ協定で合意され、6 月 5 日の連合国の会議で再確認
された境界線までアメリカ軍が撤退したのは 1945 年 7 月だった。例えばウンターマ
スフェルトに近く、バッハやルターにゆかりの深いアイゼナハは 4 月 6 日にアメリカ
























































































をもってくるようにと頼まれた。それは 1948 年 4 月のことであり、ソ連代表が連合






































































取調べの担当者に関して詳しく記していないが、1931 年生まれで 1948 年にスパイ容



























































　とはいえ、バウツェンの収容施設から 4 月 21 日に出獄したメラーには東ドイツに
留まることは許されず、故郷を一目見ることもできなかった。彼には一通の釈放証明
書のほかにパンと 10 マルクが渡されたが、証明書の有効期限は 4 月 24 日までであり、
しかもそこには「この証明書の所持者には指定された経路で最短時間のうちにドイツ
民主共和国を立ち去らねばならないことが指示されている」と注記されていた。そし






































夫妻自身ではなく、息子ユルゲン・ケーラーである（Köhler 21ff.）。同氏は 1935 年







を受け、1945 年 4 月末までベルリンのマリーエンフェルデ地区にあるジーメンス社
の工場に勤務した。彼が軍務を免れたのは、技師という職業の故だったと考えられ
る。勤務先のベルリンは度重なる空爆と市街戦のために廃墟になったが、住んでいた





































係に亀裂が生じたのは、「1947 年 10 月の国民戦線の結成に伴って」だったとユルゲ
ンは記している。けれども、国民戦線が形成されるのは東ドイツ建国と同じ 1949 年
10 月だから（ウェーバー 58）、恐らく 1947 年 11 月の社会主義統一党によるドイツ















































































































































































エルヴィンは裁判から 2 ヶ月後の 1951 年 2 月 3 日にモスクワのブティルカ監獄に移
送され、そこで同月 21 日に銃殺に処された。一方、シャルロッテはエルヴィンが処














































を書いた。そのために 1951 年に 20 年の刑期の懲役に処され、悪名高いソ連の極北
の地ヴォルクタに送られた。政治犯に関して調べると、しばしばヴォルクタが登場す
る。例えば R. ブーデの回想記はタイトル自体をヴォルクタとしており、A. デッカー
や H.-D. シャルフのそれにもヴォルクタの名が入っている（Bude; Decker: Scharf）。
一方、ソ連に抑留されたドイツ人戦争捕虜の命運を辿った場合にもヴォルクタという
地名に度々出会う（Knopp 35f.; カレル 634f.）。わが国ではシベリア抑留に絡み、タイシェ






















































に関与した容疑で 1945 年から 46 年にかけて表 1 に示した人数の青少年がパラノイア
的恐怖感の犠牲になった。その詳細については自身も苦渋を嘗めた B. プリースが追跡
しているが（Priess 60ff.）、ほとんどが 20 歳未満の死亡した 77 人以上の若者のうち、
26 人は判決直後に銃殺に処され、残りは収容施設で飢餓か病気のために死亡した。
またこれと同時期にケーラー夫妻の地元ポツダムでは 20 歳以下の 56 人の青少年が処
罰され、そのうち 15 人が銃殺、3 人が死刑判決だったのを 10 年から 20 年の懲役に
減刑されたほか、バウツェンとザクセンハウゼンの収容所で 4 人が死亡したことが確
認されている（Priess 151f.）。一方、ルターやバッハに縁の深いテューリンゲン州の
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古都アイゼナハでは、表 2 のように同じ時に 33 人の犠牲者が出たことが明らかになっ
ている。これについては報告書があり、それによれば、「人狼」のメンバーであるこ
とや反ソ活動が容疑とされた点と並んで（Der Landesbeauftragte des Freistaates 
Thüringen 5 ）、逮捕当時に 15 歳だった少年が何人も含まれていたことが判明してい
る。またレビガーが掘り起こしたブランデンブルク州のヴィッテンベルゲの場合に
は、ありもしない地下組織に関与した容疑で 1945 年暮れから翌年の初めにかけて 29
人の無実の青少年が逮捕され、2月5日から9日まで僅か5日の軍事法廷で9人に銃殺、
19 人に 10 年の懲役、1 人に 7 年の懲役という刑が言い渡された。これをまとめたの
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れに加え、A. プライスジンガーが 13 歳にすぎない少年すら逮捕されたことを伝えて
いるのも注目される。それによれば、戦争末期の激戦地ゼーロウ近くの村で 1945 年

















みると、3 つの特徴点が鮮明に浮かんでくる。第 1 は、抹殺されたのがキリスト教民






































































ツの完全な主権が宣言された 1955 年まで活動していた（Erler 15ff.）。そこで有罪判















































広がりはほとんど政治犯関係者自身の範囲にまで縮小した」（Müller（b） 9  ）のが


































拙著でも触れたように、2002 年に出版された C. フォルンハルスたちの編著『正常性
の外見』には「社会主義統一党独裁下の日常と支配」という副題が付されていた。し
かし、そこでは支配と日常が別個に論じられ、焦点となるべき両者の交錯が正面に押












































り特筆に値しよう。しかし、それだけに翌 2013 年 9 月の連邦議会選挙の結果は重要
な意味を持つ。なぜなら、社会主義統一党の系譜に連なる左翼党が、反原発を唱えて
初めて 2011 年に州政権を手中にした緑の党を凌駕し、議席を喪失して議会から退場
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が、脱稿後に類似したアプローチを提唱する論考に接した。Jens Gieseke, Auf dem 
Wege zu einer Gesellschaftsgeschichte der Repression in der DDR, in : Erinnern, H. 
1, 2012 がそれである。ここでは「抑圧の社会史」という呼称が使われているが、政
治史を見据えた日常史と言い換えてもよいかもしれない。ただこのアプローチはス
タートして日が浅く、成果はまだ少ないとギーゼケは付言しており、それがタイトル
に「途上で」という表現が用いられている理由である。
